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標題 は 1992 年 7 月 15 日 �17 日 ， 網走市に あ る 東京農 ど土壌病原菌の生態 (18 題) ， ④テ ン サ イ 根腐病な ど土壌

大生物産業学部 で開催 さ れた 第 16 回 日 本植物病理学会 病害の薬剤防除 ( 4 題) ， 他 に 特別講演や概説等， 誌上参

土壌伝染病談話会で発表 さ れた も の で あ り ， 詳細 は土壌 加 を併せ 40 題の発表 で あ る 。 鈴木 ( 1963) は こ れ ら を ま

伝染病談話会 レ ポ ー ト No. 16， 1�10 を参照 さ れた い 。 と め ， 日植病報 38 ( 5 ) ，  314�316 に 発表 し て い る 。 北海

I 本談話会創立前後からニれまでの関連分野

との状況

本談話会 は ， 1960 年前後の 圏 内 の 畑作振興， 果樹振興

政策 を背景 に 土壌病害虫対策が問題視 さ れ， 国公立関係

試験研究機関 で集 中 的 に 研究 さ れ る に 至 っ た 状況 に よ

る 。 本談話会創立 (1963) の他の背景 は， 1965 年 (昭 40)

4 月 に 開催 さ れた 日 本植物病理学会創立 50 周 年記念行

事 と 関連す る 。 そ れ は行事の 一つ に 予定 さ れた 土壌伝染

病 に 関す る シ ン ポ ジ ウ ム の準備 と ， 研究の 現状 を研究者

相互 に理解 し ， そ の発展 を図 る こ と に あ っ た 。 そ の 後 も

農政の め ま ぐ る し い変革 に 応 じ て種々 の農業手段が採 ら

れ， こ の こ と が こ れ ま での病害 に加 え て 新 し い土壌病害

が続発生す る 様相 を呈 し ， 今日に 至 っ て い る 。 本談話会

は ほ ぼ隔年 に 開催 さ れ， 今 回 の 集 ま り は誕生以来， 約30

年 を 経過 し て い る 。 こ こ で は ， 第 15 固 ま での本談話会議

要集 (発表論文 は約213 題) を 中心 に 関連分野の各資料

に基づ き ， 本談話会の こ れ ま での 足跡 と 関連分野の動 き

を年表式 に ま と め ， 表-1 に示 し た 。 内容の説明 は省 く が，

つ ま る と こ ろ 本談話会が多 く の研究者や 関係者 に期待 さ

れて い る 源 は， そ の性格上現場 に 立脚 し た 学問であ り ，

い わ ゆ る 産官学的， 学際的な場 に 根 ざ し て い る も の と 理

解 し て い る 。

E 第 1固~第 四回談話会の研究の流れ

第 1 表 に 示す と お り ， 本談話会 は隔年ご と ， 北海道か

ら 九州、| に 至 る 各地域順 に 開催 し ， 通常 1 日 か け て土壌

病害の現地検討会 を行い， 1�2 日 間話題提供， 討論 と い

う 要領で運営 さ れて き て い る 。

第 1 回 は ， さ しづめ こ れ ま での研究の 総 ざ ら い と い え

る 。 前述 し た 50 周 年記念 シ ン ポ ジ ウ ム を め ど に ， ①糸状

菌， 細菌 に 属す る 主要 な 土壌病原菌の 選択培地や捕捉法，

食餌法 な ど に よ る 各種の検出 ・定量 ( 8 題) ， ②発病環境

と し て の土壌及び措抗微生物 ( 3 題) ， ③紫， 白紋羽病な

Recollection of 白e 1st to 15th Soilborne Disease Workshops， 
PSJ. By Takao ARAKI 

道 に お け る 主 な 土 壌 伝 染 病 ( テ ン サ イ ， ル タ パ カ の

Apluz nomyces sp. な ど) の 報告 は ， 以後の開催地 に お げ

る そ の地域 ご と の土壌病害の 実状 と 問題点 と い っ た 形式

で発表 さ れ る よ う に な っ た 。

第 2 回 も 引 き 続 き 土壌 中 か ら Rhizocton勿 菌 な ど の 検

出 ・ 定量， 子苗立枯病菌 な ど の 土 中 の 生活様式， タ バ コ

白絹病 な ど に括抗作用 を示すT lignorum の 報 告 が あ

り ， い ずれ も 50 周年 シ ン ポ ジ ウ ム 対応が示 さ れ た 。

第 3 回 は 四 つ に区分 さ れ， Fusarium に つ い て は 分類，

検出， 生態 : Rhizocton勿 に つ い て は 東北地方 に お け る

テ ン サ イ 葉腐病， 根腐病の 発生生態や本菌の土中生活様

式， 括抗現象 ; 細菌 に つ い て は蛍光抗体法 に よ る 検出 ，

定量， P. solanacearum の 土中生活様式 ; 農薬 に つ い て

は 防除上の問 題点， 土壌殺菌剤の化学的特性等， 講演 さ

れ， そ れぞれの分科会で討議 を 深 め た 。

第 4 回 は タ バ コ 立枯病菌， 白絹病菌， リ ゾ ク ト ニ ア ，

ブザ リ ウ ム ， ピ シウ ム 菌 の 生態， ナ タ ネ や 水稲 の菌核病

な ど の発生生態 な ど が 中心課題で あ る 。

第 5 回 は 主 テ ー マ に 土壌病原菌の 生活様式が採 り 上 げ

ら れ (土壌細菌， 藻菌類， Rhizoctonia， Fusarium) ， 他

に ト マ ト 根腐萎 ち ょ う 病の 実状が紹介 さ れた 。 ま た 生態

的 防 除 に つ い て 概説 2 題， 化 学 的 防 除 に つ い て は F.

0砂ゆorum の殺菌剤抵抗性機構， ク ロ ピ ク 消毒の動態 な

どであ る 。

第 6 回 は施設園芸の病害， 野菜 フ ザ リ ウ ム 病 に対す る

抵抗性品種育成の 現状 ; 萎 ち ょ う 細菌病， 軟腐病の発生

生態 ; な お本回 は 土壌伝染性 ウ イ ル ス の研究紹介が特筆

さ れ， 概説の ほ か各論 3 題， 特 に静岡県下で発見 さ れた

メ ロ ン え そ 斑点病の 話題が注 目 さ れた 。

第 7 回 は フ ザ リ ウ ム 病の特集 で あ り ， 分類， 検出， 生

態， 線虫 と の複合病 ; 防除面 で は薬剤， 熱処理， 台木や

抵抗性品種な ど多彩 を極 め た 。

第 8 回 は連作， 短期輪作 と 土壌病害 に 視点 を 当 て ， ア

ズ キ落葉病， テ ン サ イ そ う 根病， 永年作物の紋羽病， コ

ン ニ ャ ク の 土壌病害 ; 施設作物の 土壌病病害 2 題， 他 に

畑転換 と フ ザ リ ウ ム 病 な どが話題 と し て挙 げ ら れ た 。 本
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表 ー1本談話会発足前後 よ り 15聞まで の 関連分野の動き

年 次 土壌伝染病談話会 学会関係 農林 (水)省関係 制日本植物防疫協会関連

1957 畑作振興対策委員会 設置
1958 線虫対策委員会 (' 58 -' 70)
1959 土境線虫対策事業

(' 59-' 63) 
1960 -土壌微生物研究会発 永 年作物土壌病害の環績的防

足 ， r土 と 微生物J 発刊 除 に 関する研 究 (' 60-' 64) : 
研究成果2 7刊行 (1966 .3)

1961 
1962 東 北大学農学研 土 土壌病害防除実験 事業 土嬢病害対策委員会

壕 微生物通信 」 第l号 (' 62 -' 63) (' 62 -' 69) 
創刊 ( 6月) 土壌病害の手引き( 1)発行

1 963 第 1 回 : 札幌市 ， 談話会共催
北大農学部 ， 9 .2 6-28 ， 
講演数 40

1964 第2 回 : 京都市 ， 府総合資料 畑地病害虫防除対策事業 土壌病害の手引 (11 ) ，
館 ， 10 .2 7-28 ， 講演数 7 (' 64-' 68) 土壊病害防除基準， 発行

談話会共催
1965 "日本 植 物 病 理学会

50周 年記念 シン ポジ
ウ ム。

1966 第3 回 : 盛岡市 ， つな ぎ温泉 土壌微生物研究会 (土 土樹商害に関する園内文献集
清風荘， 10 .2 7-2 9， 講演数 11 徹研会)編「 土 と 微生 ( 1)発行。 談話会共催

物」 刊行
1967 土樹育 害の手引き (凹 ) 発行
1968 第 4 回 : 鹿児島市 ， 鹿児島大 第 1 回国 際 植糊育 理学 土棚商害防除基準・ 土樹丙害

農学部 10 .23 -2 5， 講演数 12 会 (IC PP)， 7 . 14-2 6， 用語解説発行
ロンドン 談話会共催

1969 連作障 害要 因 に 関する研究
(' 69-' 73) :研究成果 98刊行
( 1977 .3) 

1970 第 5 回 : 高知市 ， 電 気ピ ル 野菜 病害虫防除研究会
11 .2 7-2 9， 講演数 14 (' 70-現在)

1971 野菜 の土棚丙害抵抗性の早期
検定技術 に関する研究 (' 71-
' 74) : 研 究 成 果 9 0刊 行
( 1976 . 7) 

1972 第 6 回 : 静岡市 ， 県 農業会館 ，
1 1 .2 1-22 ， 講演数8

1973 第2 回 IC PP，
9 . 5-12 ，ミ ネア ポ リス

1974 第 7 回 : 水戸市 ， 県 農協会館 ，
1 1 . 19-2 1， 講演数 14

1975 土微研会 編 ， r 土穣微生
物実験 法J刊行

1976 第8 回 : 帯広市 ， 十勝農協連
会館 ， 9 .2 -4， 講演数 15

1977 土穣病害 に 関する圏内文献集
(11 )発行

1978 第 9 回 : 岩手 県 ， 第3 回 IC PP， 地力維持 ， 連作障害克服 を 基
八幡平ハ イ ツ ， 10 . 17-18 ， 8 . 16-23 ， ミュン へン 幹 とする畑地新管 理方式の 開
講演数 15 発 に 関する研究 (' 78 -官 ) : 

研究成果 155
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年 次 土壌伝染病談話会 学会関係 農林 (水)省関係 制日本植物防疫協会関連

(198 4 .3) ， 
「同上， 畑地新管 理技術指針」
( 198 1)発行

1979 病害虫緊急対策委員会転換作
物部会 (' 79�官) :大豆病 害
虫 の手引き ( 1979. 5)発行

198 0  第 10 回: 小 諸市 ， 土 壌微生物研究会2 0
市農協会館 ， 10 . 1�3 ， 周 年記念 シン ポジ ウ ム
講演数 17

198 1 土微研会編 ， [" 土の微生 土壌病害防除の ための園場カ
物J刊行 ルテ・産地診断シス テ ム の利

用 と 開発 (農研センタ ー プ ロ
ジ ェク ト 研究第2 チ ー ム" 8 1  

~ 現在)
1982 第 11 回: 名古屋市 ， 県婦人文

化会館 ， 11 . 4� 5， 講演数 15
1983 第 4 回 IC PP，

8 . 17�2 4， メ ルボ ルン
198 4  第 12 回: 京都市 ， 府立大農学 新版土壌病害の手引き発行

部， 10 .8 �10， 講演数 15
198 5  
198 6  第 13 回: 山口市 ， 「 土療微生物通信」 作物生産 に お ける有用微生物

県教育会館 ， 10 .2 �3 ， 第 67 号， 終 刊 (12 月) の 探索 と 利用 技術 の 開発 に 関
講演数 13 する研究

(，8 6�'88 ， 農研センタ ー)

198 7  
1988 ... 第 5 回 IC PP， 日 本学術会議 ， 日本植物病 理

8 .2 0�2 7， 京都 ， 国立 学会 と共催 (5出 ， IC PP) 

国 際会館
198 9  第 14 回: 高知市 ， 農環研編 ， ["農業環境 を 構成す

電気ヒ・ ル， 10 .2 0�2 1， る生物群の相互作用 と そ の利
講演数8 用技術」刊行

1990 第 15 回: 那覇市 ， 県自治会 総合農業研究叢書 第 18 号「農 土壌病害 に 関する圏内文献集

館 ， 11 . 1�2 ， 講演数 9 業有用微生物」 刊行 (III)発行

備考: ・本研究会の前身 は土壌微生物談話会 と し て 1954 年に発足 ， ["講演並 び に 討論記録第 1集」 を 発行 し ， 1960 年 に 至る。 1960 年 よ

り ， 現在 の土壌微生物研究会 と 新称 し ， 機関誌 “土 と 微生物" を発行， 現在 に至る。
" 創 立 50周 年記念 事業の う ち ， 4 つの部門か ら な るシン ポジ ウ ム が も た れ， 土壊伝染病 は そ のl部門に 加え ら れ， そ の内容 は記

念 号 と し て本学会報3 1-2 に集録 さ れた。
... 第 5 回 IC PP は 参加国 69， 参加数2， 108 ， 講演題数 1，2 59 を 示 し， いずれ も こ れまで の記録更新 と な る。な お ポスタ ーセツショ

ン 47都道府県 の う ち ， 3 5 県 は土壌病害関係 (約 75 %)。

回の特徴 は土壌肥料， 土壌微生物分野 よ り 連作障害 と そ

の対策が提供 さ れた こ と で あ る 。

第 9 回 は発病抑止型土壌の抑止機構 と 定義 を め ぐ り ，

4 題 を は さ み， 討議 を 深 め た 。 他 に R. SO初z i の菌群類

別， ト マ ト 萎 ち ょ う 病， 半身萎 ち ょ う 病の 品種抵抗性 :

畑かんがい， 太陽熱利用， 石灰 ・ 有機物利用 に よ る 生態

的防除の事例が提示 さ れた 。

第 10 回 は創立 10 回 目 を節 目 と す る 意味あ い を兼ね，

統一テ ー マ“土壌伝染病研究 80 年代 の 展望" と 題 し ， 講

演 は パ ネ ル デ ィ ス カ ツ シ ョ ン形式 で 「ハ ク サ イ 根こぶ

病 ・ 黄化病の総合的防除J， 六つ の 話題 を 討議 し た 。 次 い

で同形式で 「土壌伝染病の生態的防除手段 と し て の輪作

と 有機物施用 の意義」 は ， 栽培， 生理， 土壌， 土壌微生

物， 植物病理の 分野 を 異 に す る 立場か ら の 話題提供 を め

ぐ り 討論 し た が， 時間の制限 と 異分野の集 り の せ い か必

ず し も 一致点 を 見 い だす に は至 ら な か っ た 。 シ ン ポ ジ ウ

ム は 「土壌伝染病研究 80 年代の課 題j と し て概論 3 題の

他， 放線菌病， ピ シ ウ ム 病， 疫病， リ ゾ ク ト ニ ア 病の研

究課題が提案 さ れた 。 以上 は ， 植物防疫 35 ( 3 ) ， 1981 に

特集号 と し て ま と め ら れ て い る 。
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第 11 回 の 特徴 は ア ブ ラ ナ 科野菜根 こ ぶ病の 発生生態

と 防除 (各論 7 題， 概論 1 題) 及び 施設園芸 に お け る 土

壌病害の生態 と 防除 ( ト マ ト 根腐萎 ち ょ う 症， 他 3 題) ， 

に 2 大別 し 討議 を 深 め た 。

第 12 回 は Phytoþhthora， 乃I thium に よ る 病害 を 大 テ

ー マ と し て ， 両属菌の 発生生態， 分類， 検出， 感染生理，

菌の保存， 防除， の 広範囲 に わ たり， 基礎か ら 応用 を基

調 に 討議 し た 。 概論 3 題の ほ か， 11 題の発表 を含む。

第 13 回 は， 地域 的 に 特徴 を示す ラ ッ キ ョ ウ の各種土壌

病害及び 粉状 そ う か病菌 に よ り 伝播 さ れ る ジ ャ ガ イ モ 塊

茎褐色輪紋病 (PMT V) の紹介が注 目 さ れ る 。 こ の 回 は

R. solani の DNA 構造解析 に よ る 分類 な ど基礎的研究

技法の利用 3 題 ; 土壌細菌病 3 題 ( う ち 1 題 は生物防

除) ; サ ツ マ イ モ つ る 割病の 交叉防御 を 含 む生物的防除

は他 に 2 題 ; 土壌線虫 2 題 ( う ち l 題 は生物防除) であ

り， 生物防除 と パ イ テ ク 利用 に よ る 分類 ・ 同定が浮 き 彫

り さ れた 。

第 14 回は ト マ ト 萎 ち ょ う 病 レ ー ス J2 な ど高知の土壌

病害の紹介の ほ か， 新た な方式を と り， 一つ は 前 回 に 引

き 続 き 他分野か ら の講師 に よ り酵素免疫測定法， RFLP 

法利用 に よ る 病原菌分類 ・ 同定 の新手法が提起 さ れた こ

と ， 他 は VA 菌根菌 な ど五つ の課題 を含 む“根圏に お け

る 病原菌 と 微生物の競合" に 視点 を 向 け た こ と で あ る 。

第 15 回 は 熱帯 ・ 亜熱帯の土壌病害の他， 芝地や花 き の

土壌病害 に 触れた の が特徴であり， 他 に ウ リ 類の病害な

ど 3 題が含 ま れ る 。 以上， 15 固 ま での点描で は あ る が，

そ れ なりに栽培条件等， 時代の移り変わり に 応じて研究

対象の変遷が理解 さ れ， さ ら に研究手法の利用 の変化 も

同様 に 察知 さ れ る 。

表一2 は研究発表 さ れ た 対象病原菌 を 5 回 ご と に 集計

した も の で あ る 。 つ ま り， ほ ぽ 1960， 70， 80 年代 ご と の

病原菌の 多少， 推移 を 知 る こ と がで き る 。 も ち ろ ん， 開

催地の テ ー マ を採 り 上 げた背景 も あ り ， 厳密な論評 は 下

し得な い 。 本表か ら フ ザ リ ウ ム に よ る 病害が圧倒 的 に 多

く ， 30 年間 を通じ， や や 70 年代が多 い が， 変わ ら ず研究

対象に採り上 げ ら れて い る こ と がわ か る 。 リ ゾ ク ト ニ ア

病が前半の 60 年代 に 多 く み ら れ る の は ， こ の頃， 東北地

方 に テ ン サ イ 栽培が な さ れて い た こ と な ど に 由来す る の

で あ ろ う か， い ずれ に し て も 本病 は 依然 と し て 問題視 さ

れ て い る 。

ピ シ ウ ム ， フ ィ ト プ ソ ラ 病 は 60 年代 に 目 立 つ も の の

70 年代 に 減少 し て い る のは， パー テ ィ シ リ ウ ム な ど他の

菌 に 向 け ら れた た め な の か， し か し 80 年代 に 根 こ ぶ病 と

と も に 急増 し て い る こ と は転換畑施策 に よ る と 理解 さ れ

よ う 。 紋羽病が前半 に 多 く 後半 に 減 っ て い る こ と は， 問

題がな く な っ た の で は な し 永年作物 に 偏り， あ る い は

研究者層 に よ る も の な の か ど う か再検の余地が あ る 。 細

菌病 は ど の 年代 も 変わりな し 問題 は 常 に あ る と 解せ ら

れ る 。 80 年代 は対象が多岐 に わ た っ て おり， VA 菌根菌

な ど措抗微生物の利用 の 他 に 線虫複合病や 弱病原菌の 出

現な ど農業基盤の複雑 さ が察せ ら れ る 。 ほ か に “一般"

の項が ど の年代 に も 多 い の は ， 特別講演や概論， 概況報

告な どで あり， 本会の 特徴の一つ で も ろ う 。

表-2 談話会 5 回 目ご と の対象病原菌の推移

x 
Fu Rhi. Phyt. Py. Aph. Vert S. rol H.& Ro 

1 �  5 回 1 4  18 4 9 3 1 4 6 

6�1 0 回 2 4  5 2 2 。 4 3 3 

1 1 �1 5 回 1 1  5 12 1 1  。 2 。 。
Total 49 28 18 22 3 7 7 9 

x 
Plasm Thi. C ep. C yl. A口n. Pyre Str. Ba. 

1� 5 回 1 3 。 。 4 。 。 7 

6�1 0 回 3 。 l 。 。 3 。 5 

1 1�15 回 8 。 。 1 。 l 2 5 

Total 12 3 l l 4 4 2 17 

X 
Vir. N&F 一般 Pho. S. sc. Tri. VA そ の他

1� 5 回 1 。 1 9  1 2 l 。 。
6�10 回 5 2 1 5  。 1 。 。 。

1 1 �1 5 回 1 2 1 1  。 1 l 2 2 

Total 7 4 45 1 4 2 2 2 

備考 : 1�5 回 (1963 �1970) ， 6�1 0 回 (1972 �1 98 0) ， 1 1 �1 5 回
(1982 �1990) 

Fu. = Fusarium， Rhi. = Rhizoclonia， Phy. = Phytojうhthora，
Py. = Pythium 
Aph.= Aρhanomyces， Vert.= Verticillium. S. rol.= Scler. 
otium rolfsii 
H. & Ro.= Helicob，ωidium & Rosellinia. Plam. = Plas制的0・
ρhora. Thi. = Thilaviopsis 
C ep. = Cephalo.ゅorium. Cyl.=Cylindrocarpon. Arm.= Ar. 
millariella 
Pyr.=乃wenochaeta. Str. = Str，φtomyces. Ba. = Bacteria， 
Vir.= Virus 
N & F=Nematodes & Fungi， Pho.= Phoma . S. sC.= Scler. 
otinia sclerotiorum 

Tri. = Tricoderma. V A = V A 菌根 菌， そ の他=根癒 菌な ど， 一
般= 病原， 非病原 を含む概説.

一一一 14 一一一



土壌伝染病談話会 (第 1 回~第 15固まで) の 足跡をたどっ て 15 

皿 2， 3の回想 とこれからの動向

こ れ ま で本談話会 に 参加 し ， ま た 15固 ま での ま と め に

当 た り 改 め て 資料 に 眼 を 通 し ， 感じた こ と は 数多 い。 筆

者 は 仕事の上でい く ら か 関連あ る も の と し て ， 1 . 紋羽病，

2 . リ ゾ ク ト ニ ア 病， 3 . フ ザ リ ウ ム 病， そ し て 今後 も 一層

問題視 さ れ る 不定性病害の 関連か ら ， 4 . リ ク ト ウ の連作

障害 に と り わ け印象深 い も の が あ る 。 こ れ ら の 回想 は本

誌では割愛す る が， 内容 は本文冒頭 に 記 し た 原報 に譲 る 。

た だ， 3 つ の 土壌伝染病で共通 な 問題 は ， 発病抑止型土

壌の解明であ ろ う 。 こ れ ま で に 土壌環境の解析 は マ ク ロ

な面で行わ れて き た が， 土壌中 に お け る 病原菌， 宿主植

物の関係 を証明す る に は 不十分であ っ た 。 当 然 な が ら 両

者 を と り ま く ミ ク ロ な土壌環境の解析手段が望 ま れ る わ

け で あ る 。 い さ さ か古 い報告で は あ る が， CAMBELL and 

ROVIRA (Soi1 Biol. Biochem.， 5: 747-752， 1973) は ， 1.底
温凍結乾燥 に よ る サ ン プル調整 と SEM 利 用 に よ り ， 草

地の根圏 を 対象 に し た 土壌環境の微視的観察 に 成功 し て

い る 。 当 時 よ り は る か に す ぐ れた 機器やパ イ テ ク 利用 が

可能 な現状 で は ， ミ ク ロ な場 に お け る 動態の解析は大 い

に期待で き る と 考 え て い る 。

農業の 多様化が進み， 土壌病害 は今後 よ り 一層複雑 さ

を加え， 既知の 土壌病害対策が未解決 な ま ま ， 新た な病

害 も 発生の一途 を た ど る で あ ろ う 。 特 に 弱病原菌 と 複合

病に対 し ， 合理的 な分類 ・ 同定及び的確で便利 な土壌検

診法の確立が望 ま れ る 。 ま た 多 岐 に わ た る 有機資材利用

に つ い て は ， 量的， 質的な側面か ら 早急な吟味が必須 と

さ れ る 。 生物防除の場面では薬剤併用 に よ る 有効な措抗

新刊紹介

「害虫 は なぜ農薬 に強く な る か」

一一事剤抵抗性の し くみ と 害虫管理一一

浜 弘司 箸
B6判， 189 ペ ー ジ

定価 1，700 円 (税込)

農山漁村文化協会 ( 1992年8月)

今 日 の強力 な殺虫剤の 出現当初 に は 予想 も さ れな か っ

た ， 殺虫剤の大規模使用 に 伴 う 抵抗性の発達 と い う 宿命

的な現象 は現在では す で に 常識 と な っ て い る 。 し か し ，

こ れ ま で抜本的な対策 は 実践 さ れ る こ と な し 事態 は依

然 と し て進行 し て い る 。

昆虫の科学 を解説 す る 書物 と し て は ， 殺虫剤抵抗性の

微生物の探索 な ら び に 根面定着の括抗菌 を励起 さ せ る 物

質の探索 も 切望 し た い 。 生物農薬の利用 で は ， バ イ オハ

ザー ド の検討 と 野外 に お け る 安全性評価技術の 確立 は言

う ま で も な い こ と であ る 。 新 た な殺菌剤 の イ メ ージ は ，

生物農薬 の 関連か ら ソ フ ト な制菌剤 の 開発 に つ な が る の

であ る が， ど う であ ろ う か。 い ず れ に せ よ 土壌病害 の 防

除 に は総合的な手段 を構築 す る こ と に 論 を待 た な い。

お わ り に

第 15固 ま での 土壌伝染病談話会の足跡 を た ど っ て み

る と き ， そ の全貌 は 土壌病原菌の 分類 ・ 同定， 検出 ・ 定

量 を足場 に一貫 し て 病原菌の 土壌 中 に お け る 生態 と 防除

が根底 を な し て い る と い え る 。 こ の と こ ろ 新 た な 視点 に

立脚 し た 生物防除の研究が と み に 展開 さ れて い る 。 研究

の成果が技術 と な り 普及 す る に は ， 多 く の 壁 を 覚悟 し な

け れ ば な ら な い 。 生物防除の 基盤 は宿主， 寄生菌， 拾抗

微生物， 3 者 間 の 相互関係 の 解明 で あ り (R. ]. CooK ;  

The Biological Control of Plant Diseases， 199 1) ， 常 に

圃場 に 求 め ， 圃場 に 還 し て み る こ と で あ る 。 土壌病原菌

の生息の場一土壌 は き わ め て複雑でかつ不透明 な 系 で構

成 さ れて い る 。

宇井 は土壌伝染病研究 80 年代 の展望 (第 10 回談話会

資料 ; 植物防疫 35 ( 3 ) ， 1981 ) の 中 で土壌の ブ ラ ッ ク ボ

ッ ク ス 論 を説 き ， 土壌伝染病の 難解 な 問題 を と く 鍵 を 与

え て い る と 考 え る 。 本分野の研究が新 た な世紀 を迎 え よ

う と し て い る と き ， そ の浬念 は一層 の 新鮮 さ を 感じる の

であ る 。

問題 は 薬剤名 と 数字の羅列で終始 し て 単調 と な り や す

く ， 扱 い に く い場面 で あ る が， 本書 は そ の対象 を 幅広 く

最近の侵入害虫 の例 ま で広 げて ， 興味深 く 読ま せ る も の

に し て い る 。 な か で も 著者の 得意 な 分野で あ る 抵抗性の

メ カ ニズム に 関 す る 部分 は専門的な予備知識が必要 な と

こ ろ で あ る が， い た ず ら に 細部 に走 る こ と な し 理解 し

や す い記述 と な っ て い る 。 し か し ， 抵抗性対策 に つ い て

は抵抗性 に 関す る 研究か ら だけで は対応でき る も の で は

な く ， 総合防除の な か での 薬剤使用 の あ り 方 を根本的 に

考 え 直す以外 に は解決 は な い と 強 く 批判 し て い る 点 は 同

感であ る 。 こ の よ う に 本書 は 農業害虫 の抵抗性問題 を概

観す る う え に 久 し く 待た れ た 好個 の書であ り ， 専門外の

方々 に も 是非一読 を お す す め し た い 。

(農業研究セ ン タ ー 永田 徹)
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